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1.は じめに

多国籍の学習者が混在する目本語の授業では、語彙導入に対訳が記 された語彙 リス

トもしくは、絵カー ド、写真、レア リアといった教材を用いることが多い。 しかし、

それらの教材を用いても、文化の違いなどにより、画像に対する理解が困難な場合が

あることで、それ らの教材が学習者にとって助けにならないことがある。(2.先行研究

を参照)そ こで、筆者は、学習者にとって、 日本語の語彙を母語の意味 と結びつけて

理解 し、丸暗記する方法よりビデオを用いて動作を目視するほうが、直接法で教授す

る教師と受講する学習者において、学習上の負荷を軽減 させることができるのではな

いかと考えた。

今回、試みた活動型の授業はテキストを用いて導入や練習の後にテストをするとい

う、一般的な流れの語彙学習にとどまるのではなく、授業で学習した語彙を学習者 自

身で再現 し、ビデオを撮影する活動を取 り入れた授業である。 これは、授業で学習 し

た語彙を再現(体 験)す ることによって、学習効果があがることを想定 した活動 と考

えている。つまり、知識 として記憶することと、体験をとお しての記憶 とい う2つ の

記憶が、語彙習得の助けになることを期待 した活動である。このような、活動型授業

に対 して学習者はどのように感 じ、学習効果 としてどのように捉えているかを授業内

での学習者を観察したことに加 えて、授業14週 目にヒアリングを行った結果を本稿

では報告する。

2.先 行研究

最近の授業デザインには、教師が教科書などの教材を用いて教授するだけの授業で

はなく、アクティブラーニング、ピアラーニングを目的 とし、様々な活動を授業に取

り入れる傾向がある。 これまでの授業では、語彙導入に対訳が記 された語彙 リス ト、

もしくは、絵カー ド、写真、レアリア といった教材を用いることが多かった。しかし、

情報通信技術の 目覚 しい進歩に伴い、国内や学内でのインターネット通信のインフラ

整備 も進み、さまざまな場所で無線通信も容易になった。そのため、学習者の学習方

法も多様化 し、 日本語教育の教師もそれ らのニーズに対応が迫られている。実際、筆

者の授業でも、教師が写真などを提示する前に、語彙の意味など知 りたい場合、その

欲求を埋めるために学習者は、スマー トフォンなどを用いて容易に検索 している光景

をよく目にする。荻原(2013)は 絵カー ド、写真、レア リアといった教材では、特に

動詞、形容詞の導入に限界があると述べ、ビデオ教材の開発を提唱している。これは、

文化差や個人的見解などにより絵カー ド等では、意味が理解できないことを指してい

る。例えば、萩原(2013)が あげている10語 の動詞 「習 う、いる、急 ぐ、教える、始

める、使 う、知る、できる、要る、足 りる」などの動詞は、心情を伴 うものもあ り、
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絵カー ド等では理解 し難いと指摘 している点である。また、金 田(2014)では、 目本語

教師自身によるコンテンツの発信力が低い と指摘 し、教材 ・教育法をあらたに開発す

る必要があると提言 しつつ、動画教材等を作成 し情報共有する上での注意点について

言及 している。また、スマー トフォンに限 らず、ウェブサイ トが閲覧可能な携帯端末

の普及に伴い、ビデオを用いた語彙導入方法も挙げられている(井 上他2016)。

目本語教育における語彙指導についての先行研究には、中條他(1992)の コミュニ

カテイブ活動が語彙の学習を促進す るとする研究がある。他にも、倉八(1996)の 語

彙の習得を促進する指導法の提案、谷 口他(1994)の 学習者が語彙のネ ットワークを

どのように形成 していくのかとい う語彙習得に関する研究等もある。一方、 日本語教

育の現場では習得を促す活動型の授業の具体的な事例で、語彙学習にビデオを撮影す

る活動は、管見の限 り見当たらなかった。萩原(2013)で い う、語彙導入にビデオを用

いるのではなく、筆者は語彙学習の習得を目指 した活動に、ビデオを撮影する活動型

授業を試みた。

3.活 動型授業の目的

活動型授業の 目的は、文章問題等による練習及び復習など従来の授業の流れに加え

て、授業のまとめにタスク活動を行い、そのタスク活動が語彙の理解を促すことを目

的としている。筆者は、タスク活動 として、学習者によるビデオ撮影を行 う活動が語

彙の習得を促 し、有効な手段であることを想定 した。また本稿では、留学生を対象に、

ビデオ撮影を活動とした授業が 日本語の語彙習得に効果的な方法であるかを探 り、筆

者が行った活動型の授業における実践報告 とする。

筆者は、留学生の 日本語学習に対する動機付け、興味、やる気など、学習意欲を保

つために、机上だけの学習以外にタスク活動は有効だと考える。なぜなら、学習者が

自らの体験を通 して学習することで、日本語の語彙の概念も理解しやすいのではない

だろうか。語彙を習得する上で、単にことばと意味を機械的に結びつけて記憶し、意

味記憶 として直接残そ うとする丸暗記 とは異な り、エピソ・一一・Lド記憶1が加わることで学

習者 自身の体験が記憶 とさらに習得を助けると考えるからである。また、本稿で報告

する授業では、語彙導入後にビデオ撮影することが語彙の習得を促すだけではなく、

学習者がグループで例文を考えビデオを撮影 し、撮影 したビデオを授業内で観覧し学

習者同士が、語彙の意味、提示された例文を確認 し合 うまでの流れで行 うものである。

さらに、語彙の理解に誤 りがあった場合に、教師が補足説明を行 う流れで授業を実施

した。 このような活動を加えた授業が、先に述べた、ことばと意味を機械的に結びっ

けて記憶する意味記憶に、学習者が体験を通 してのエ ピソー ド記憶を加えることで、

学習者の語彙習得を促すことを目的とした。

従って、本稿の筆者が考える活動型授業は単なる活動の実施ではなく、導入および

1Tulving(1972)で は、人の記憶には意味記憶と体験をもとに記憶するエピソー ド記憶があり、記慮
する行為にはそれぞれ適する役割が異なると説いている。よって、ビデオを撮影するという体験がエ
ピソー ド記憶となり意味記憶を助け習得を促すのではないかと考えられる。
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活動から、教師の補足説明までの一連の流れの中にビデオを作成する活動が加わった

授業である。この活動型授業が、学習者の語彙習得の助けとなったのか、受講した学

習者にヒアリングを行い学習者からのコメン トと授業内での学習者の観察記録 を報告

する。

4.授 業デザインと実施内容

4.1受 講者

今回の授業に参加 した学習者は、首都大学東京に留学 している交換留学生を中心に

構成されたN3レ ベルのクラスである。交換留学生の殆 どは 日本で6ヶ 月～1年 間の

滞在予定の留学生であ り、若干名の大学院生および研究生も受講 している。専攻は文

系 ・理系混合で交換留学生25名 、大学院生および研究生9名 ある。本稿の調査協力

者は交換留学生25名 、大学院生2名 である。受講 した学生のレベルは、 日本語能力

試験のN1取 得済みの学生が5名 、N2の 学生が3名 、N3の 学生が6名 、N4の 学

生が0名 、N5を 持っている学生が1名 いた。また、日本語能力試験の資格を未取得

の学生に自己評価を求めたところ、学生自身が 「N2だ と思 う」と答えたのは2名 、「N3

だと思 う」 と答えたのは7名 と最 も多かった。 「N4だ と思 う」 と答えたのは2名 、

N3とN4の 間だと思 うと答えたのが1名 で合計27名 である。ただし、この 日本語能

力試験の資格の未取得の学生による自己評価は、あくまで学生の個人的見解にすぎず、

プレースメン トテス トは実施 していない。

4.2使 用テキス ト

使用 したテキス トは、筆者 と他2名2で 作成 した首都大学東京オ リジナルのテキス ト

『mic・JN3語 彙』である。当テキス トは、留学生が日本に滞在 している問の学生生

活で経験する場面を想定し、 日本文化にも触れた語彙を取 り入れた、語彙学習用に作

成 したテキス トである。学習する語彙は主に動詞であり、他に 日本文化に触れた名詞

や 日常生活で見聞きす る表現も扱っている。留学生が日常生活、大学生活で、 日本語

母語話者 とのコミュニケーションに役立つ 日本語を目指 したテキス トである。 当テキ

ス トは、昨今注 目されているアクティブラーニングを意識 し、ワークブックの形式で

構成されている。

テキス トは、全14ユ ニットで構成 され、初回のユニ ット1は 初級文型のまとめと

し、授業内で使用する日本語の基礎文型が理解できている力確 認するための内容であ

る。

2劉 永亮(首 都大学東京博士後期課程修了)・渡邉真由子(首 都大学東京博士後期課程)
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4.3授 業の目標と実施概要

本件で報告する授業は、留学生が 日常生活、大学生活で出会 う頻度が高い場面を取

り上げ、その場面で使用 される動詞を中心に学び、来日後、 日本語母語話者とのコミ

ュニケーションに役立てられるようになることを目指 し、積極的に日本の生活や文化

に触れるために、 目本での生活に役立つ 目本語を身につけることを目標 としている。

授業は90分/1回 、全15回 である。授業初回は、初級で学習する語彙の復習を実

施する。初回は、井上他(2016)が 作成 したビデオを利用 して映像で語彙を学ぶことを

体験する。その後、 目本語での説明を聞き理解できることや学生が課題の語彙を用い

て例文を作成する際に、日本語を運用する上でのレベルに達 しているのか、例文作成

に対する教師か らの補足説明などを通 し自己内省をしてもらい、当授業の受講を促 し

た。それ とともに、授業で行 うグループ活動について説明をした。2回 目以降は、ま

ず、N3レ ベルの語彙(主 に動詞)を 中心に語彙導入3と運用練習を行った。次に、応

用練習 として導入語彙の動詞を用いて例文を作成 し、例文をもとに動作を再現 したビ

デオを撮影するグループ活動を行 う。初回のグループ活動を始める前に、グループ活

動の目的を再度説明す る。グループ活動のビデオ撮影は、アクティビティではなく、

学習する動詞の動作を自身が行な うことで、先にあげたエピソー ド記憶 として、 日本

語と、学生の母語のことばを結びつける丸暗記とは異なる学習であることを説明した。

例えば、英語の 「takeamedicine」 や韓国語の 「q1円 τキ」は、日本語では 「薬を

飲む」であるなどの例をあげて説明 した。このように、日本語を学生の母語などと直

接結びつける学習ではなく、体験を通 してことばの意味を理解 し、語彙習得の助けに

するための活動であることを説明 した。はじめに、学生は3～4人 のグループをつ く

り4、次いで、各グループに割 り当てられた課題5を用いて、場面設定や例文を考えて

ビデオ撮影を行 う。その後、次回の授業3日 前までに、作成 したビデオのデータを筆

者ヘメールにて送信 し、筆者がとりまとめ、次回の授業で各グループが作成 したビデ

オをクラスの学生全員で観覧する。 ビデオを作成 したグループ以外の学生が、ビデオ

を観覧し、課題となった語彙を当てて、ビデオの内容で文作 して口頭で回答する。そ

れらのや りとりを通 して、誤 りがあった場合は筆者が、改めて課題であった語彙の理

解と用法について補足説明を行 う。(図1)

最終回の授業では、全授業で扱った課題の語彙の総復習 として、グループ活動では

なく、各学生にランダムに授業で扱った既習語彙 と関連する名詞を付与 し、改めてビ

デオ撮影のタスク活動を課 し発表会を実施する。本授業において、ビデオ撮影のタス

ク活動は、導入語彙の理解と復習、応用運用を行 うために行った活動である。

3こ のクラスはN3の 語彙を中心に日常生活・学校生活で使用する語彙であれば超級レベルの語彙も

学ぶ。
4授 業回によって欠席者のためペアワークになったこともあり。
5課 題はくじ引きなどで各グループに語彙の難易をあえて図らず割 り当てた。
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語彙の導入 練習
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/
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《《《 応用練習と復習 》》》

図1授 業の流れ

4.4タ スク活動におけるビデオ撮影

授業で導入 した語彙の中から、予めテキス トで提示 したタスク活動用の語彙を課題

としビデオ作成を指示する。まず、各グループに割 り当てられた課題の語彙を用いて、

場面設定や例文を考えてビデオを作成する。語彙の割 り当ては、くじ引きまたは、各

グループからビデオ撮影 したい語彙を選び希望を募る。スキッ トを作成する場合、台

詞に課題の語彙は用いない。 ビデオ作成に関して次の条件を提示 し、ビデオは30秒

以内、画面は横向きに限るとし、ビデオの画質やファイル形式は学習事項ではないの

で、パ ソコンで再生できるファイル形式であれば、問わないこととする。以上の条件

のもと、グループ全員で相談し作業に関わり、ビデオ撮影のタスク活動を実施する。

(表1)

表1ビ デオ撮影の条件

●

●

●

●

課題の語彙を用いて、場面を設定し、例文を作成する。

スキットを作成する場 合は、台詞に課題の語彙を用いない。

ビデオは30秒 以内で、画面は横向きに限る。

ビデオの画質やファイル形式は問わないが、パ ソコンで再生できるものとする。
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5.考 察

本稿は、授業で語彙導入および練習後に活動としてビデオ撮影を行い、活動が学生

の語彙習得にどのくらい有効であるかを探ることを目的 としたため、毎回の授業にお

けるビデオ撮影のタスク活動の有効性 と、タスク活動後の感想をヒアリングし、学生

からのコメン トに焦点を当てて分析を行 う。分析には、授業内での学生の様子や、授

業14週 目に学生ヘヒアリングを行い、コメン トを収集 した。学生へのヒア リングに

はグーグルフォームを利用 し、質問は日本語 と英語を併せて記載 した。回答は自由記

述とし、英語での回答 も可 とした。

5.1毎 回の授業から観察 した様子

当初、3～4人のグループ活動として課題の語彙を1グ ループに2つ ずつ割 り当てる

ようにしたが、学生たちの様子を見て割 り当てる語彙を1つ に減 らすなど学生への負

荷が重くならないよう配慮 した。実際、授業を実施するにあた り、学生の日本語のレ

ベルがN4～Nlと 差があり、グループの内情により課題の量や難易に教師が配慮する

必要があった。グループも学期内で数回組み合わせを変えクラス全体の学生の交流を

図った。これは、クラス内のレベルの格差を埋める働きを担った。その為、ビデオを

撮影するタスク活動は概ね容易な活動 といえる。また、授業の進行によりビデオ撮影

のタスク活動が宿題 となることもあった。前期クラスでは、学生(15名)の 習得状況

を観察するために、学期授業開始10回 目からクイズを3回 にわた り行った。 クイズ

は5つ の例文の穴埋め形式とし選択肢から選ぶ形式 とした。その結果、活用などのミ

スは散見されたものの、適切な語彙を選択できるのが平均76%で あることが確認でき

た。但 し、本研究では出題 した文の内容に適 した語彙を選択することができるかを観

察することで語彙習得を促 したと判断することとしたため、語彙の活用の正誤は観察

しない。3回 のクイズで、適切な語彙選択が平均76%で あったのは、ビデオの撮影の

みならず、作成 したビデオを観覧 し、ビデオの内容の是非を学生間の意見交換や教師

からの補足説明があったことで語彙の意味、用法等を再確認できた結果であろう。

タスク活動を始めた当初は、課題の語彙を台詞 として使って しま うなど、語彙を表

すのに、動作など動きを具体的に示す ビデオ撮影ができない、複数の動詞が混在する

など伝えたい情報が整理 されないビデオもあった。そのため、クイズを実施 しても習

得の可否を図ることが難 しかったといえる。クラスで作成 したビデオの是非の意見が

活発に行われた語彙は習得が早かったようである。例えば、あるグループが作成 した

ビデオの課題は 「呼ぶ」であったが、ビデオの内容は観覧 した学生たちから 「呼ぶ/

叫ぶ/注 意する」の うち、どの語彙を示 したかったのかがわからないとの指摘を受け

た。このとき、 ビデオのスキットを作成する上でどのような状況を示 し、どんな台詞

がいいのかをクラスの学生全員で再考 した。この指摘を受けたグループの学生達は、

クイズで正答を導き出せていた。(例 文1)

せ んしゅ うまつ ともだち

例文1)先 週 末、友達に電話で
しぶ や

から渋谷へ出かけた。
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授業巾に、学生間の意見交換が活発に行われた語彙は、ビデオを撮影した とい う体

験をさらに印象強くつけ、ビデオを撮影 しなかった学生にも語彙習得を促すように、

良い影響がはた らいていた様子を観察することができた。

学生の中には映像の加工を得意とする理系の学生もお り、「祈る」などのように、場

面に対 して制約がある語彙を、ビデオに加工処理を施 し流れ星を挿入するな どの工夫

を施 して、語彙の意味がわかりやす くなるように、演出したビデオを作成 したグルー

プもあった。最近では、ビデオを簡易的に加工ができるアプ リケーションソフ トもあ

るため、学生たちはそれ らの道具(機 能)も 上手く使い表現 したものや、効果音を用

いたグループもあった。あるグループは、台詞は一切ないが何を伝えるのかを、よく

理解 した上で撮影と加工が施され、観覧 している学生にもわか りやすいビデオもあっ

た。さらに、単純な内容でビデオの時間の長さも短いが、語彙の意味を的確に表現す

るビデオもあった。これ らのビデオを作成 したグル・一一一`プには、N1取 得済みの学生が

グループ内にお り、授業の活動の主旨をよく理解 していたともいえるだろう。

しかし、課題に取 り組む際の相談の時間を観察していると、使用言語は圧倒的に英

語が多かった。多国籍が混在するグループで、日本語の授業内であるにもかかわらず、

グループ活動で 日本語の例文を考えるときも、ビデオを撮影するための相談の時間も

日本語の使用は低かった。また、ビデオの加工に凝って しまい、授業内で終わらず宿

題 となってしまうことが多かったように窺える。 この点は、教師からの指示に配慮が

必要である。

5.2授 業後の ヒア リングの結果

授業に参加 した学生に、活動型授業 とグループワークについてヒアリングを行った。

先に述べたとお り、ヒアリングの方法は、グーグルフォームを利用 し、質問は 日本語

と英語で記載 し、漢字には極力ふ りがなをつけ回答 しやすい形式を考慮 し提示 した。

回答方法には、特に規制を設けず 自由記述で良いとした。その結果、図2に 示す よう

に、授業のテーマ(交 換留学生のための生活言語語彙中心)と 授業内容について、ほ

とんどの学生が満足 していることがわかった。また、ことばの量と新 しいことばのレ

ベルについてもほとんどの学生が適切だと思っていることが分かった。
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授業のテーマについて
人数 興味がない 興味がある

20
人数

20

テキス

役立たない

トの内容について

役立つ

}1
5

一

5

一

4

0

1 2 3

図2授 業のテーマ及び内容について

5.3活 動型の授業について

次に、ビデオを撮影するタスク活動は受講 した27名 の学生の中の18名 が、復習、

語彙を覚えるのに役に立ったと感 じていることがわかった。また、20名 の学生が語彙

の確認に役立つ と感 じていることがわかった。図3か ら図5は 、活動型の授業を受講

した学生からの授業に対する評価である。強 く感 じる評価を5と し、感 じない評価 を

1と した5段 階評価で答えてもらった。

数

15

人

図3活 動型の授業についての学生の評価1

一144一



語彙学習でのビデオ撮影 をタスクとした活動型授業の試み

覚えるのに役立つ

人数 役立たない 役立つ
に
J

AU

1

1
⊥
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01

24

図4活 動型の授業についての学生の評価]1

確認するのに役立つ

役立たない 役立つ

54321

皿価評の生学のて飢に業授の型動活　図
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それでは、活動型の授業を好意的に参加できた学生は、どのような感想を持ってい

たのか、その具体例は以下のとお りである。(学 生からのコメン トは、原文のまま)

S1:授 業の復讐の一環でいいと思 う

S2:自 動詞 と他動詞 とか同じ意味だが使い方が違 う言葉も別れ られて正し

い使い方で文が作 られます。他の人のビデオを見るのも言葉の意味が

もう一度確認できて、もっと詳 しくわか ります。

S3:時 々表現しづ らい言葉や動詞がありますけど、日常生活の言動に合わ

せて考えてみたら、ビデオを撮ることもや さしくな ります

S4:面 白いだと思います

S5:言 葉の使い方にもっと理解できます

S6:楽 しい授業ですが 日常生活に役に立つ言葉がた くさん勉強 しま した。

S7:VTRの 活動は面白くて復習に役立ちます。毎週、みんなの作ったビ

デオを見て楽 しみにしています

上記のビデオを撮影するタスク活動における感想から見ても、ビデオ撮影をタスク

活動 とした語彙学習による指導は、グループ活動で取 り組むことにより、学生の語

彙習得に役に立つほかに、学習意欲をも向上 させることにも影響 を与えていること

も垣間見えた。その点に関 しては次の節で述べ る。
一方

、 ビデオを撮影するタスク活動にそれほど関心持たなかった学生の感想の例

を以下に示す。(学 生か らのコメン トは、原文のまま)

S9:Ithelpustomakesureweusethevocabularycorrectly.

S11:毎 週 ビデ オを とった宿題 はちょっ と不便で した。

S13:授 業 が好 きだったが、 ビデオを作 るの意味は分 か りませ ん。

S14:VTRを 撮影す るタスク活動は面 白かったです が、言葉 を覚 えることの

ためにあま り役立ちあ りません。

上記 に示 した例か ら、 ビデ オを撮影す る タスク活動に、関心をあま り持 っていな

いこ とが分か る。それ をさらに探 るために、学生 の 日本語 能力 の レベル 、 日本語 の

学習期 間及び新 しい語彙 の レベ ルにつ いて感想 と授業 を選 んだ理 由 と照 らし合 わせ

てみた ところ、否定的な コメン トを寄せ た該 当者のS13とS14は 、2年 間の学習歴

を持つが、N3レ ベルに とどまってお り、加 えて、 日本語能力試験N3の 資格 が取れ

ていない学生であった。 また、S11は この授業 を選んだ理 由を 「自身の レベル に合

わない がチ ャ レンジ してみたい」 とい う気持 ちがあるが、新 しい語彙 の レベル に対

して難 しい とい う声があった。また、コメン トとしてS9は 、「lthelpustomakesure

weusethevocabularycorrectly」 と活動 は語彙の確認 に役立つ としなが らも、活動

に対 しての5段 階評価 は消極的 な評価2を 示 していた。S9はN2を 取得 していたが、
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文 レベルでの発話 ・記述に多くのミスが見られ、目本語にあま り自信がなく、活動

となるとJLPTでN2を 取得 しているとはいえ、S9の 日本語の発話力が取得 したレ

ベルに達していなかったため、S9が 考える理屈では解決できないものがあったと推

測できる。S11は 授業内の発言も少なく、クラスメー トとの交流も苦手のようであ

った。Sl3とS14に 、ビデオを撮影する意味が理解できなかった理由を追ったとこ

ろ、既に覚えた語彙が課題であることが多かったようで、体験 したから記憶 したと

は言えないと答えていた。Sl4も 同様のコメン トであったが、Sl3とS14は 、目本

語の意味を1語 につき母語の1語 に結びつけて覚えている様子が多くみられた。ま

た、発言するときも確信があるとい うより正答であるか確認す るかの口調、もしく

は、質問するように疑問形が多かった。

これ らの様子か ら、ビデオを撮影するタスク活動にそれほど関心を持たなかった

学生にとって、この授業のレベルは、学生 自身の日本語能力より上だった、もしく

は、活動の目的を理解できていなかったなどの要因が考えられる。また、N1レ ベル

の学生のS8か らは 「VTRは ロールプレイの形にしてもいいんじゃないかなと思い

ます。」とのコメン トが述べ られた。学生の日本語能力によって、単文または簡単な

複文のような文作ではなく、会話文を作成するスキッ トを課題にす る活動 もいいと

考える。

5.4グ ループ活動について

この授業に参加 した学生は、おおむね活動型の授業におけるグループ活動を楽 し

んでいることがわかる。(図6)し か し、改善点も学生からあげられた。(学生からの

コメン トは、原文のまま)

1グループ活動の感想

S1:グ ループで作 りながら意見を交わしあうことでの言葉の様々な使い

方が分かって、役に立っ活動だと思 う。

S4:他 の学生と一緒に動画を取ると他の考え方、語彙が分かると思 う

ので、とても役に立ていました。

S5:コ ミュニケーション能力が鍛えました。

S11:グ ループワークの時に、私の観念を使えませんでした。級友の日

本語 もう上手だが、そのわけだと思います。

S12:グ ループワークのおかげであまり話 しかけなかった人ももっと仲

良くしなりました。そして、授業から勉強 したことも一緒に確認で

きました。

S14:ク ラスメー トル と仲良 しになりやすくて、みんなと一緒に言葉の

意味を討論 して言葉が覚えやすいです。
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Sl8:グ ループで もっ と勉強 しやす いなの に、いつ もみ なさんは一緒 の

時間があ りません。 その うえで、 自分 よ りグループの他 の人は同 じ

い言語 があった ら、ち ょっ と勉 強 しに くいです。

S27日 本語の練習 ができる。友達 と仲良 くな る。

1グループ活動の改善点1

Sl2:同 じグループの人 が授業 に来なかった ら、ち ょっ と困 りま した。

S18:グ ループで もっ と勉強 しやす いなの に、いつ もみ なさんは一緒 の

時間があ りません。 その うえで、 自分 よ りグループの他 の人は同 じ

い言語 があった ら、ち ょっ と勉 強 しに くいです。

S12:30秒 以内の動画 は、実際に簡単 しす ぎと思って、期末のプ レゼ ン

テーシ ョンは3分 間の動画 を作っ他方 がいい と思います。

S26:グ ルー プの人数を2人 ずつ にすれば よかった。

人数

15

図6活 動型の授業のグループ活動について

この授業に参加 した学生27名 の うち2名 は、「あまり楽しくない」とい う評価を

提示 した。独学、座学を好む学生にとっては、グループ活動や活動を通して語学を

学ぶ ことに抵抗があるために、このような評価が現れた。 しかし、この2名 の うち

1名 は授業内での発言も多く、積極的に新 しい語彙を習得 しようとしていたのでグ

ループ内の別の要因により起きた評価 といえる。一方、グループ活動にっいて肯定

的なコメン トには、グループ活動での例文作成時に意見交換が、語彙習得に役立っ

たと示 し、ビデオ撮影を活動の手段 としながらも、その過程での意見交換 も語彙習
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得へ向かい、それ ら一連の作業が先に述べたエ ピソー ド記憶とい う助けとして、働

いた効果といえる。

グループ活動を行 う際、固定のグループで学期内のすべてを通すか、学生を組み

替えるか悩んだ結果、後者を選んで活動型の授業を実施 した。授業後、学生の感想

から窺えたのは 「グループ活動は、クラスメー トとの交流にいい」「ビデオを撮ると

きの意見交換は、他の人の考え方や、自分が知 らなかった新 しい語彙や使い方を知

ることができていい」「あま り話 さなかった学生とも仲良くなれて、新 しい友達が作

れた」などと多 くの学生が学習する上で、グループ活動は良い と評価して楽 しんで

受講 していたことがわかった。結果的に、グループ活動は語彙習得の助けとなった

といえるだろう。

6.今 後の課題

今回の結果 として概ね学生のタスク活動に対する反応はよかった。今後、学習効

果を図るクイズの再考とグループ活動の見直 し、また、学習意欲が保たれなかった

学生にはどのような対応が必要なのかを検討 し、座学との違いが比較できればいい

と考えている。特に、S13か らのコメン トからわかった、ビデオ撮影の主旨が理解

できていなかった点、S18の コメン トからわかったグループ内の使用言語の偏 りな

ど教師からの指示、説明の方法に工夫が必要であり、グループ活動の際に、各グル

ープ内でコミュニケーションが円滑にとられているか注意深 く観察す る配慮が必要

である。 ビデオ撮影の活動の趣 旨を、学習者にどのように説明す るがいいかも検討

事項のひとつである。

また、ビデオの撮影時間を30秒 から3分 と延長 し、S8か ら提案があった 「ロー

ルプレイの形」つまり、会話文を作成 しスキットのビデオ撮影をす る活動 も試みた

い 。

学習者の 日本語能力によって、14回 の授業で、課題の提示を単文か ら複文の文作

とそのビデオ撮影、次に会話文を作成するスキットのビデオ撮影をす るなど段階的

に負荷をかけて、活動を行 うことも検討 したほうがいいだろう。

さらに、学習者か ら提出されたビデオを学習ツールとしての活用を検討 したい。

付記

今回の報告は、2016年9.月 にイン ドネシアで行われた 「2016年 日本語教育国際研

究大会」にてポスター発表 した内容に加筆 ・修正したものである。インタビューに協

力 してくれたTMUの 留学生をは じめ、発表の際、ご意見 ・ご指導を寄せてくださっ

た皆様に感謝申し上げます。
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